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緒 言

相思樹 々皮中のタンニンは50%酒 精 による時 は甚 だ抽出容易に して特 に乾樹皮 に於て は水にて

は抽 出されす50%酒 精 を以て抽 出し得 る状態の もの存在することを知 りた り(1)。本報 に於てはアル

カ リ及び酸を使用 し抽 出の研究をな し其の結果 を報告せん とす 。アルカリ性溶液 に於て は却て水 よ

り抽 出悪 く,酸 性溶液特 に亞硫酸水 を以てす る時 は甚だ良好 なる結果 を得た り。之等の方法によ り

エ キスを試製 し鞣劑 としての諸性質を檢討せ り。

實 驗 の 部

試 料 は幹 の 太 さ約20cm位 の 樹 皮 を剥 取 後 直 に 細 斷 しア ド ソ ー ル を以 て 乾 燥 せ る もの に して 水 分

9.74%,可 溶 性 固 形 分21.66%,非 タ ン ニ ン10.49%,タ ン ニ ン11.19%(國 際 公 定 法)な り。

アルカリ性溶液に依る抽出

試 料20gに 抽 出 液200cc宛 加 へ3時 間60° に て 抽 出 し,各3囘 繰 返 し行 へ り。 抽 出 液 と して は

0.1%の 苛 性 曹 達 液,炭 酸 曹 達 液 及 び ア ム モ ニ ア 水 を 用 ひ た り。各 抽 出 液 に つ きLovibond tintometer

に よ り色 調 をLowenthal法 に よ リタ ン ニ ン を 定 量 せ り。其 の 結 果 は第1表 に示 す 如 し 。

第1表　 ア リカ リ性溶液に よる抽 出60°,3時 間,水量10倍
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この結果に よればアルカ リ性溶液 による抽出液 は色相極めて濃 く,水 に比 しタンニンの抽出 も劣

る.

酸性溶液に依る抽出

實驗方法 は前記アルカ リ性溶液 に同 じ,使 用せ し液 は鹽 酸,硫 酸,醋 酸,乳 酸の0.1%溶 液な り,

この結果 は第2表 に示す如 し。

第2表　 酸性溶液 に よる抽 出60°,3時 間,水 量10倍

抽出液の色相は水 と大差なきか或 はや 濃ゝ き程度な り,抽 出 タンニン量は鹽酸,硫 酸に於て水 よ

り多 く乳酸,醋 酸は少 し。

酸性溶液による抽 出は水 よ り効果 多 き場合 あるを知 りたればなほ濃度,抽 出温度時間 を變 更 して

試みた り。即 ち鹽酸,硫 酸0.1及 び0.01%溶 液 を用ひ60° 及80° に2時 間宛3囘 抽 出全部合 し

分析せ り。他の實驗條件は前記の ものと同様な り。其 の結果 は第3表 に示すが如 し。

第3表
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この結果抽 出は一般 に60° よ り80° に於 いて効果 よ く,抽 出液 量の色相80° の 方濃色 な り。

 0.01%液 は0.1%溶 液 よ り抽出劣 る も水 よ りもなほ抽 出量多 し。

之等 の結果酸性溶液 に於け る抽出は水 よ り効果 よき もの なることを知 りたれ ども,一 方抽 出液の

色調濃 く,抽 出液のpH高 くして之を中和 してpH4～5と なす時 は何れ も沈澱 を生す,こ の性質

はエキス製造 に對 しては好 ま しか らざる點に してこの缺點 を除去せん と して次 に亞硫酸水 を以 て抽

出 を試みた り。

亞硫酸水による抽出

亞硫酸0.1%, 0.01%溶 液 を用ひ60°,80° に抽出 を行へ り。抽 出時間2時 間3宛 囘繰返 し抽 出液

を合 し分析せ り。其の結果は第4表 に示 すが如 し。

第4表　亞 硫酸水による抽出

この結果 をみ るに色 相極 めて淡 くしか もタンニンの抽出極 めて よ し,抽 出液 は放置す る も沈澱 を

生ぜず又pHを 變化せ しめて も沈澱 を生ぜず,抽 出量の全 タンニンに對 し100%以 上 に昇 るは先

に酒精抽 出の際述べたる如 く,水 に よ り抽 出 し得 す亞硫酸 によ り抽出 し得 るが如 き形態 に存在す る

タンニンの爲 なるべ し。此場 合に於ては0.1%,温 度80° の もの最 もよし,抽 出液 中のSO2含 量は

Monier-Williams(2)の 方法に よりて定量せ るに0.1%SO2の 抽 出液 は0.001% SO2, 0.01% SO2

抽 出液は痕跡 を認めた るに過 ぎず 。

亞硫酸水によ り抽出可能に して水にて抽 出 し得 ざる形態の タンニン存在す るとせば樹皮 中の タン

ニン含量の分析につき吟味 を要する點な り。仍て定量の場合抽 出液 として0.1%及 び0.01

%亞酸 を用ひ,抽 出液 は酸性 とな し炭酸 ガスを通 じつつ減壓 下に加温 して亞 硫酸 を除 きて,後 常法によ

りて定量 をたせ り。其の結果次の如 し。

樹 皮中には水 を以て しては抽 出 し得 ず亞硫酸水 を以て抽 出 し得 るが如 き形態の もの相當に存す る

ことを知 る。亞硫酸水の濃度に よ り共 の差が異 り又タンニン對非 タンニンの割 合 も異 る。

エ キ スの試製

前記材料2kgに 對 し抽 出液第1囘 目10L第2, 3囘 目5L宛 にて3時 間 宛80° にて抽出せ り。
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抽出液は減壓下に濃縮 し固形エ キスとなせ り。其 の結果次の如 し。

エキスの試製にあた り20°～25°Beは 減壓 下に容 易に濃縮 し得 るも濃厚となるに從ひ困難 とな

る故固形エキスとなす迄 には濃縮に數時間 を要 した り。タ ンニンの如 く熱 に對 して安定 な らざるる

もの を處理す るには可及的短時間に加熱 を止む ること必要な り。仍 て次には噴霧乾燥法 を行 ひた り。

即試料(乾 樹皮及び生樹皮 に用ふ)5kg宛 に抽 出後20L宛80° にて3時 間3囘 抽 出 し,減 壓 の下

に濃縮 し20°Be前 後 とな し之 を噴霧乾燥法 にて粉末エキスとなせ り。其の分析結果次 の如 し。

亞硫酸 を用ふるときはエキスの收量 よ く又タンニン含 量 も高 し,色 相淡色 に して不溶解物少 し,

之等亞硫酸 を用ひたる固形エ キス中のSO2を 定量せるに痕跡 を認 めるにす ぎず 。亞硫酸水 を用ふ

る本法 は抽出上甚 だ利點ある もの とす。

亞硫酸抽出エキスの性質

[I] ゼラチンゲル中への滲透速度

抽出に亞硫酸 を用ふることによ り,製 せ るタンニンエキスの滲透速度に影響 あ るや否やを檢 せん

とし,前 報(3)の方法 に準據 してゼラチ ンゲル中への滲透せ る距離 を測定せ り。即製せるタンニンエ

キスをクンニン含量1%に なる如 く溶解 し,こ の中に鐵 明礬 を含 めるゼラチ ンを硝子管中に入れ固

化せ しめた るもの(ゼ ラチ ン7%,鐵 明礬1%,硝 子管4mm×10cm)を 浸 し室温 に放置 し一定時

間後に滲透 による着色 の距離 を測定せ り。タンニン液のpHは 苛性曹達或 は乳酸 を加 へ 調 整 せ

り。其の結果次の如 し。
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抽出に亞硫酸 を用ひて も,製 せ るタ ンニンエキスの滲透速度には何等 の影響 な し,水 を用ひた る

場 合 と等 しくpHに よ り多少の差 あ り。

なほMezey(4)の 方法 によ り豚生皮への滲透速度 を測定せ るに, 0.1%亞 硫酸の ものや 速ゝ き傾向

あれ ども何れ も大差 な し。

[II] 一定量皮粉に吸着 され るタ ンニンの量

前報(3)に準 じ,製 せ るキエスをタンニン1%な る如 く溶解 し,之 に分析用皮粉 を加 へ(液10ccに

0.lg)25° に24時 間保ち濾過水洗す 。濾過 液水洗液 を合 し過 マンガン酸加里 液(1cc=12.55mg蓚 酸)

にて滴定せ り。右表 には皮粉に よ り吸着 さ

れて減少せ る滴定數 達表示す。

0.1%亞 硫酸水エキスは皮粉 による吸

量大な り。而 して一般 に何れ も酸性強 き程

吸 着大 な り。

結 論

壹灣産相 思樹 々皮 よ リタ ンニンを抽出 を行ふにあた り,稀 薄 なるアルカ リ及び酸 を用ひた り。ア

ルカリは抽 出惡 く,酸 は良好 な ることを認 めたり 。酸 の種類 濃度 も大に關係 し,鹽 酸,硫 酸,亞 硫

酸 の0.7溶 液最 も抽 出量大 なり。

之等の内最 も實 用的 と考へた る亞硫酸抽出に よるエ キスを試製せ り。エ キス中には亜硫酸殆ん ど

殘留せす して,タ ンニン含量高 きエキスを好收量 を以て得 られた 。

亞 硫酸抽 出によるタ ンニンエキスは滲透速 度,皮 粉に よる吸着量等 を水抽出エキスに比較するに

劣 る點な し,吸 着量に於ては稍大な る ものあ り。
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援を得た り。猶費用の一部を日本學術振興會 の援助に仰ぎた り。茲に深甚なる感謝の意を表す 。
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